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所管事務調査（視察研修）報告書 
 
１ 視察研修年月日   

令和元年 10 月 30 日 

 
２ 視察研修場所及び視察事項 

・神奈川県横須賀市（ひきこもりの方への支援について） 

1）相談から支援へ体制の中での関係機関との連携  
2）相談から支援への段階での課題  
3）就労へとつなげて行く段階での工夫と課題 
4）医師による相談、家庭訪問(保健所健康づくり課)  
5）7040、8050 対策での地域包括支援センターとの連携と支援のあり方  
6）家族会「すずらんの会」、当事者の会「ひだまりん」の開催状況  
7）支援団体との連携（ＮＰＯ等)  

 
３ 視察研修出席者 
   福祉厚生常任委員会委員 ６ 名 
   ・委 員 長 阿部 洋子 
   ・副委員長 関川  翔 
   ・委 員 赤羽 直一 
   ・委 員 石井めぐみ 

 ・委 員 池田  慈 
 ・委 員 小池 悦子 
    

４ 視察報告 
横須賀市は市政施行112年の大変歴史のある自治体です。 
健康部保健所健康づくり課こころの健康係にひきこもり支援業務として位置付けられて

おり、精神保健福祉相談員８名（５名は保健師）で相談等の支援を行っております。 



＜相談等の基本的な流れは＞ 

 

家族からの初回相談… アドバイスよりも「耳を傾ける」ことを心がけている 

 ↓ 

病気の見極め… 精神疾患の場合は精神科嘱託医来所相談・訪問相談を行う 

 ↓ 

家族の継続相談… 家族会「すずらんの会」への参加の勧め 

 ↓ 

家庭訪問… ひきこもりからの脱出に向けて本人の話を聴く場としている 

 ↓ 

本人の初回相談 

 ↓ 

本人継続相談… 当事者の会「ひだまりん」の紹介と参加 

 ↓ 

自立支援相談… 福祉部生活福祉課で就労準備支援事業へとつなぎ自立へと進めている。 

平成 29 年６月就労準備支援センター「ねくすと」が開設（ＮＰＯこどもの夢サポートセ

ンターが受託） 

 ↓ 

他機関へ紹介・支援終了 

 

＜今後の課題＞ 

家族会、当事者の会の自立。自立支援として受け入れる事業者の開拓など、相談の入り口

から自立への出口は難しい課題であるとのことでした。 

 

 

 上記のとおり報告します。 


